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戸田市自治基本条例について 
 

○戸田市自治基本条例の概要 

 平成 26年 7月に制定された「戸田市自治基本条例」は、市民・議会・行政が協力し

て、まちづくりを進めていくための基本的な考え方やルールを定めたものです。 

 

条例制定のコンセプト 

①条文ではなく、「自治」をつくっていく。 

②身近な課題を解決するための仕組みをつくっていく。 

③制定作業を進めることで、協働の第一歩とする。 

 
制定に向けた３つのステップ 

 

①学ぶ：市民講座 

   基礎講座 平成２４年７月２１日（土） 

   応用講座 平成２４年８月２５日（土） 

②体験する：市民協働ワーキング 

   全６回 平成２４年９月２１日（金）～平成２５年１月１２日（日） 

③創る：市民会議 

   全８回 平成２４年２月１日（水）～平成２６年３月５日（水） 

 

 ・庁内ワーキンググループ会議（市職員 14 名） 平成２３年１２月～平成２５年１月 
全体会議 １２回  分科会 延べ３３回  合わせて４５回実施 

 ・市民協働ワーキング（市民 15 名、市職員 14 名） 平成２４年９月～平成２５年１月 
全体会議  ６回  分科会  延べ９回（グループに分かれて現地ヒアリングを実施） 

 ・検討市民会議（市民 21 名、市職員 14 名） 平成２５年２月～平成２６年３月 
全体会議 １６回  分科会  ５回（条例骨子案、条文案を作成） 
この他、市議会議員との座談会、中間報告会、現地ヒアリング（PI 活動）等の活動あり
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○自治基本条例の理念 

 

まちづくりの４つの基本原則 
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まちづくりの主体と役割 

 
市 民 （市内在住・在勤・在学者、市内事業者、町会・自治会、市内活動ボランティア） 
 市民の権利 ①まちづくりの担い手として、まちづくりの参加・参画する権利 

        を有する。 

       ②市政に関する情報を知る権利がある。 
 
 市民の役割 ①地域の課題を自ら解決する意識を持つように努める。 

       ②近隣との交流を深め、共に助け合える地域づくりに努める。 
       ③市内で活動している人々をまちづくりの担い手と認識し、 

        その活動を尊重するよう努める。 
 

議 会 
 議会の役割 ①市民に対し情報公開に努め、説明責任を果たす。 

②市民との意見交換の場を多様に設け、政策に生かす。 

③市民の立場に立ち、市政の監視及び評価の強化に努める。 

 
行 政 
 行政の役割 ①公平・公正な市政運営を行う。 
       ②市民と対話しやすい職場環境づくりに努める。 
       ③技能と知識の向上に努め、市民との信頼関係を築く。 
 
 市長の役割 ①中長期的視点から市の将来像を示し、総合的で計画的な 

        市政運営を行う。 
       ②理想のまちの実現に向け、市民や議会にまちづくりの推進を 
        働きかける。 


